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６
月
議
会
は
、
１
日
か
ら
２０
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
き
め
こ
ま
か
な
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
、「
小
・
中
学
校

の
入
学
準
備
に
係
る
費
用
助
成
は
、
出
費
後
で
は
な
く
出
費
時
の
助
成
へ
」
と
、
就
学
援

助
制
度
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
水
戸
市
を
中
心
と
す
る
県
央
９
市
町
村
に
よ
る
「
定
住
自
立
圏
形
成
」
に
関
す

る
本
村
と
水
戸
市
と
の
協
定
締
結
に
は
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
を
招
く
こ
と
か
ら
反
対

し
ま
し
た
。

東海村議会報告

就
学
援
助
制
度
は
、
全
て
の
子
に
等

し
く
安
心
し
て
学
ぶ
機
会
を
保
障
す
る

一
環
と
し
て
大
変
重
要
な
制
度
で
す
。

同
時
に
真
に
必
要
な
時
期
の
援
助
と
な

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

特
に
、小
・
中
学
校
へ
の
入
学
準
備
に
係

る
費
用
は
金
額
も
大
き
く
、
援
助
費
は
実

際
支
出
す
る
入
学
前
支
給
が
道
理
で
す
。

ま
た
、
制
度
利
用
に
関
す
る
周
知
内

容
も
、
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
と
充
実

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

教
育
次
長

制
度
の
概
要
は
、
村
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
常
時
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
１
月
の
新
入
学
児
童
生
徒
の

保
護
者
向
け
説
明
会
や
４
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
開
催
時
に
、
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
で

周
知
し
て
い
る
。

利
用
の
認
定
は
、
年
度
当
初
に
保
護

者
か
ら
申
請
書
を
受
け
付
け
し
、
６
月

に
そ
の
年
度
の
住
民
税
課
税
額
が
明
ら

か
に
な
っ
て
か
ら
手
続
を
開
始
す
る
。

住
民
税
課
税
額
の
確
認
、
学
校
及
び
民

生
児
童
委
員
の
意
見
を
も
と
に
、
教
育

委
員
会
が
審
議
決
定
す
る
。

学
期
ご
と
に
費
用
の
積
算
額
が
異
な

る
た
め
支
給
の
時
期
は
、
各
学
期
終
了

後
と
な
る
。

入
学
準
備
に
係
る
援
助
費
の
支
給
時

期
は
、
通
常
の
就
学
援
助
費
と
事
務
処

理
が
同
じ
な
た
め
同
じ
時
期
だ
が
、
や

む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

大
名
美
恵
子
議
員

入
学
準
備
に
係

る
費
用
は
小
学
校
で
約
１５
万
円
、
中
学

校
で
は
２０
万
円
前
後
と
高
額
。
石
川
県

白
山
市
や
福
岡
市
で
は
就
学
援
助
費
の

入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
を
行
っ
て

い
る
。
認
定
を
前
年
度
の
所
得
に
基
づ

か
せ
る
こ
と
で
入
学
前
の
支
給
は
で
き

な
い
か
。

国
に
準
じ
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生

徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
追
加
援
助
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
次
長

支
援
を
必
要
と
す
る
方

が
、
必
要
と
す
る
時
期
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
ま
た
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
申

請
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
ほ
か

の
自
治
体
の
先
進
事
例
の
情
報
収
集
に

努
め
充
実
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

国
が
拡
大
し
た
対
象

項
目
も
検
討
課
題
と
考

え
る
。
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３
月
議
会
で
予
算

化
さ
れ
た
東
海
村

「
Ｊ
Ａ
生
産
部
会
育

成
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
米
粉
製
粉
機

が
購
入
さ
れ
、
６
月

１３
日
、
Ｊ
Ａ
常
陸
に

納
品
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
１２
日
に
、
村

農
業
政
策
課
職
員
と

と
も
に
製
粉
機
の
運

転
の
様
子
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
日
は
玄
米

か
ら
の
製
粉
で
し
た

が
、
石
臼
の
よ
う
に

み
る
み
る
う
ち
に
粉

状
に
な
っ
て
い
く
の

が
、
と
て
も
感
動
的

で
し
た
。

本
村
農
業
の
中
心
と
な
る
米
を
生
産

し
続
け
、
村
民
の
食
を
確
保
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
ご
飯
と
し

て
の
食
方
法
だ
け
で
な
く
、
小
麦
粉
と

と
も
に
米
粉
で
の
活
用
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
何
度
か
米
粉
の
活
用
を

提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ク
は
製

粉
機
が
な
い
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
今
回
村
は
、
Ｊ
Ａ
常
陸
と
共

催
で
８
月
１０
日
（
水
）
白
方
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
親
子
で

米
粉
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
♪
」
を
、
１２
組

の
親
子
を
対
象
に
企
画
し
ま
し
た
。
す

で
に
多
数
の
申
し
込
み
が
あ
る
そ
う
で

す
。
米
粉
の
普
及
を
期
待
し
ま
す
。

２
０
１
３
年
４
月
の
衆
・
参
本
会
議

は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
食
の
安
全
・
安
心

が
脅
か
さ
れ
る
な
ど
国
民
生
活
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
」
と
し
て
、「
段
階
的
な
関
税
撤
廃
も

認
め
な
い
こ
と
」
等
、
米
ほ
か
国
内
農

産
物
の
生
産
を
守
る
８
項
目
の
決
議
を

採
択
し
ま
し
た
。

し
か
し
安
倍
自
・
公
政
権
が
、
２
０

１
５
年
10
月
５
日
、
国
会
決
議
に
違
反

し
た
内
容
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
大
筋
合
意

し
た
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

村も支援して、ＪＡ常陸に納品された米粉製粉機
親子で米粉クッキング体験♪を開催

村内産米粉の活用が、スタート村内産米粉の活用が、スタート
ガンバレ！

東海村のコメ

鋸
鋸

鋸
鋸

鋸
鋸

鋸
鋸

鋸
鋸

本
村
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
東
海
村
会

議
規
則
第
６８
条
の
第
２
項
に
つ
い
て
適

用
さ
せ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
茨
城
県
市
町
村
課
や
県
議
会

事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
、「
委
員
会
に

属
さ
な
い
他
の
議
員
は
、
委
員
会
で
発

言
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
委

員
会
が
認
め
れ
ば
発
言
で
き
る
」
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

会
派
に
属
さ
な
い
大
名
美
恵
子
、
清

宮
壽
子
議
員
、
新
垣
麻
依
子
議
員
の
３

名
が
実
情
を
共
有
し
、
５
月
２７
日
連
名

で
、
大
内
則
夫
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
あ
て
に
、「
東
海
村
会
議
規
則
に
う

た
わ
れ
た
『
委
員
外
議
員
の
発
言
』
の

全
面
適
用
を
求
め
る
要
請
」
を
行
い
ま

し
た
。

６
月
１７
日
開
会
の
議
会
運
営
委
員
会

で
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
議
会

運
営
委
員
会
も
含
め
、
第
２
項
の
適
用

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
適
用
の
た

め
に
は
、
各
委
員
会
を
同
日
時
に
開
か

な
い
こ
と
が
要
で
す
。

〇東海村議会会議規則

（委員外議員の発言）
第６８条 委員会は、審査又は調査中の事
件について、必要があると認めるとき
は、委員でない議員に対しその出席を求
めて説明又は意見を聞くことができる。

２ 委員会は、委員でない議員から発言
の申し出があったときは、その許否を決
める。

第
68
条
（
委
員
外
議

員
の
発
言
）
の
全
面

適
用
を
求
め
る

東
海
村
議
会
会
議
規
則

米粉製粉機を使用（JA常陸生産部会担
当の宮部さん）７月１２日JA東海会館内

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
は
批
准
せ
ず
、
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べ
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す
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が
行
う
と
言
う
も
の
で
す
。

９
市
町
村
の
対
等
性
、
自
立
性
、
独

自
性
が
損
な
わ
れ
る
危

険
を
は
ら
む
定
住
自
立

圏
域
か
ら
、
本
村
は
離

脱
す
べ
き
で
す
。

東
海
第
二
原
発
は
、
今
年
１１
月
１１

２８
日

に
運
転
開
始
か
ら
３８
年
を
迎
え
ま
す
。

東
大
名
誉
教
授
の
井
野
博
満
氏
（
金
属

材
科
学
）
は
、
２
０
０
７
年
１１
月
の

「
科
学
」
誌
上
で
「
日
本
の
原
発
建
設

は
ア
メ
リ
カ
に
遅
れ
る
こ
と
約
１０
年
、

１
９
６
８
年
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
の
原
発
は
全
て
閉
鎖
さ
れ
た
の

で
、
日
本
は
老
朽
化
原
発
の
先
進
国
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

７０
年
代
当
時
、
事
業
者
が
作
成
し
た

設
置
申
請
書
に
は
、
圧
力
容
器
の
寿
命

を
４０
年
、
実
効
運
転
期
間

４０

３２
年
と
想
定

し
て
、
容
器
鋼
材
の
中
性
子
照
射
脆
化

（
も
ろ
さ
）
を
推
定
し
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

原
電
も
、
圧
力
容
器
監
視
試
験
片
を

建
設
当
時
か
ら
設
置
し
、
一
定
期
間
で

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
試
験
の
状
況

お
よ
び
、
事
故
発
生
時
の
被
害
想
定
に

つ
い
て
村
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

村
民
生
活
部
長

原
電

か
ら
平
成
１９
年
１９

１１
月
に
、

高
経
年
化
技
術
評
価
の
結

果
と
と
も
に
中
性
子
照
射

脆
化
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
て
い
る
。

試
験
片
を
装
荷
し
た
カ
プ
セ
ル
は
原

子
炉
建
設
当
時
か
ら
４
つ
設
置
さ
れ
、

試
験
の
結
果
は
平
成
１８
年
度
末
時
点

で
、
部
材
の
脆
性
遷
移
温
度
の
上
昇
や

上
部
棚
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
下
は
、
６０
年

運
転
時
の
予
測
値
で
も
基
準
を
満
た
し

て
い
る
と
評
価
。

現
在
原
電
は
、
６０
年
運
転
を
仮
定
し

た
健
全
性
を
評
価
す
る
高
経
年
化
技
術

評
価
を
行
っ
て
お
り
、
村
は
こ
の
結
果

を
注
視
し
た
い
。

事
故
に
よ
る
被
害
は
、
そ
の
原
因
や

規
模
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
た
め
正
し

く
想
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
。
し

か
し
避
難
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
上

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
想
定
し
た

実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
つ
つ
課
題
解

決
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
様
々
な
被
害

を
想
定
す
る
た
め
、
内
閣
府
の
協
力
を

得
ら
れ
る
か
ど
う
か
求
め
た
い
。

一
般
質
問
に
先
立
ち
、
６
月
２
日
原

電
を
訪
れ
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

「
４
つ
の
カ
プ
セ
ル
の
う
ち
、
３
つ
ま

で
は
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
３
回
目
の

試
験
の
際
、
試
験
を
終
え
た
試
験
片
を

再
び
く
っ
つ
け
て
再
生
試
験
片
に
し
再

設
置
し
た
。
運
転
４０
年
相
当
で
試
験
す

る
４
つ
目
の
カ
プ
セ
ル
は
す
で
に
取
り

出
し
て
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

再
生
試
験
片
を
再
設
置
し
た
の
は
、

運
転
を
４０
年
か
ら

４０

６０
年
に
延
長
す
る
こ

と
に
備
え
て
で
し
ょ
う
か
。
１
９
７
１

年
１２
月
の
設
置
申
請
ど
お
り
、

１２

４０
年
で

運
転
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

避
難
計
画
案
に
関
す
る
住
民
と
の
意

見
交
換
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が

終
了
、
現
在
、
住
民
意
見
の
整
理
等
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
の
参
加
者
は
延
べ
１
８

８
人
、
１
５
６
件
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
大
別
で
は
「
被
ば
く
は
避
け
ら

れ
ず
、
避
難
は
で
き
な
い
」「
仮
に
逃
げ

ら
れ
た
と
し
て
も
、
村
に
は
戻
れ
ず
、

生
活
の
保
障
が
な
い
」「
内
容
不
十
分
で

も
策
定
と
な
れ
ば
、
東
海
第
二
再
稼
動

の
条
件
の
一
つ
と
さ
れ
る
」
等
で
す
。

住
民
の
不
安
解
消
を
求
め
る
立
場
で
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

村
民
生
活
部
長

被
ば
く
を
避
け
て

迅
速
に
避
難
で
き
る
情
報
の
伝
達
の
あ

り
方
や
避
難
経
路
の
分
散
な
ど
、
意
見

交
換
会
で
の
ご
提
案
を
関
係
機
関
と
も

協
議
し
つ
つ
、
訓
練
を
通
し
て
検
証
し

た
い
。

避
難
後
の
生
活
保
障
は
、
事
業
者
補

償
、
国
の
援
助
や
措
置
、
原
子
力
損
害

賠
償
制
度
に
よ
る
保
障
に
な
る
。

防
災
会
議
の
審
議
の
時
期
は
、
住
民

意
見
交
換
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
意
見
を
集
約
し
、
計
画
案
に
反
映
で

き
る
要
素
は
盛
り
込
み
、
関
係
機
関
と

の
調
整
が
一
定
程
度
つ
い
た
頃
と
考
え

る
。
計
画
は
、
再
稼
動
の
十
分
条
件
で

は
な
い
の
で
、
再
稼
動
の
た
め
の
も
の

で
は
な
い
。

大
名
美
恵
子
議
員

計
画
案
の
実
効

性
や
住
民
な
ど
の
動
き
方
を
確
認
す
る

意
味
で
、策
定
前
の
避
難
訓
練
は
必
要
。

可
能
な
限
り
本
番
に
近
づ
け
、
必
要
な

こ
と
が
し
っ
か
り
つ
か
め
る
訓
練
を
す

べ
き
。

避
難
受
け
入
れ
先
の
３
自
治
体
に
は

何
の
計
画
も
な
い
中
、
本
村
が
本
年
度

中
に
策
定
す
る
意
味
は
何
か
。

村
民
生
活
部
長

何
ら
か
の
小
規
模

な
訓
練
を
今
後
検
討
し
た
い
。

村
長

本
村
が
ま
ず
基
本
的
計
画
を

作
り
、
周
辺
市
町
村
が
参
考
に
し
な
が

ら
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
県
及
び

Ｕ
Ｐ
Ｚ
１４
市
町
村
の
計
画
が
揃
え
ば
、

県
内
全
体
の
避
難
訓
練
に
結
び
つ
く
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

大
名
美
恵
子
議
員
「
計
画
が
再
稼
動

の
条
件
と
い
う
公
式
見
解
は
な
い
」
と

言
わ
れ
る
が
、
村
が
そ
う
思
っ
て
い
て

も
、
こ
の
思
い
と
は
別
な
形
で
必
ず
再

稼
動
へ
の
弾
み
に
使
わ

れ
て
い
く
と
、
多
く
の

方
が
心
配
し
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

広
域
避
難
計
画
の
策
定
は
、
原
発
再

稼
働
に
結
び
つ
か
せ
な
い
で

広
域
避
難
計
画
の
策
定
は
、
原
発
再

稼
働
に
結
び
つ
か
せ
な
い
で

茨
城
県
央
９
市
町
村
圏
域
で
の
水
戸

市
と
本
村
と
の
協
定
案
は
、
医
療
、
福

祉
、
産
業
振
興
、
環
境
、
教
育
、
地
域

公
共
交
通
、
人
材
育
成
を
連
携
事
業
と

し
て
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。
と
り

く
む
内
容
は
共
通
で
す
が
、
水
戸
市
と

本
村
と
の
役
割
分
担
が
示
さ
れ
、
ど
の

事
業
も
水
戸
市
は
事
業
推
進
の
中
心
的

な
役
割
を
担
う
、
本
村
は
単
に
事
業
に

取
り
組
む
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
は
こ
れ
ま
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
独
自
性
を
発
揮
し
他
自

治
体
を
上
回
る
豊
か
な
事
業
を
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
協
定
締
結
と

な
れ
ば
、
水
戸
市
の
拠
点
化
と
公
共
施

設
等
の
集
約
化
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

本
村
の
独
自
性
発
揮
は
ス
ト
ッ
プ
、
ま

た
は
後
退
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

本
村
は
、
生
み
育
て
る
世
代
の
人
口

増
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、
定
住
自
立

圏
構
想
で
は
、
圏
域
へ
の
人
口
増
を
進

め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
重
点
は
中
心
市

県
央
地
域
定
住
自
立
圏

形
成
に
関
す
る
水
戸
市

と
の
協
定
締
結
に
反
対

県
央
地
域
定
住
自
立
圏

形
成
に
関
す
る
水
戸
市

と
の
協
定
締
結
に
反
対

県
央
地
域
定
住
自
立
圏

形
成
に
関
す
る
水
戸
市

と
の
協
定
締
結
に
反
対

①
「
地
域
と
住
民
の
安
全
確
保
を
強
め

る
た
め
に
、
日
本
原
電
が
『
安
全
協
定
』

を
見
直
す
よ
う
求
め
る
行
動
を
要
請
す

る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

請
願
者
「
３
・
１１
を
忘
れ
な
い

東
海
イ
レ
ブ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
」

実
行
委
員
会

紹
介
議
員

江
田
五
六
議
員

原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
付
託

（
継
続
審
査
）

委
員
会
で
は
、
請
願
者
の
趣
旨
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
委
員
会
は
、

８
月
１８
日
（
木
）
午
前

１８

１０
時
か
ら

②
東
海
村
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
「『
現
実
的
な
避
難
訓
練
の
実
施
』

と
『
計
画
の
検
証
機
関
』
を
、
茨
城
県

及
び
東
海
村
に
求
め
る
意
見
書
採
択
」

を
早
急
に
求
め
る
請
願

請
願
者

リ
リ
ウ
ム
の
会

紹
介
議
員

江
田
五
六
議
員

建
設
農
政
委
員
会
付
託
（
継
続
審
査
）

委
員
会
で
は
、
請
願
者
の
趣
旨
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
回
委
員
会
は
、

８
月
３
日
及
び
１７
日
で
す
。

※
何
れ
の
委
員
会
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

大
名
美
恵
子
村
議
の「
議
会
報
告
会
」

を
開
き
ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
付

８
月
２０
日
（
土
）

時
間

午
前
１０
時
～

１０

１２
時

場
所

中
丸
コ
ミ
セ
ン
和
室

試験片の数試験片の種類

３個以上母材
引張試験片

３個以上溶接金属

１２個以上母材

衝撃試験片 １２個以上溶接金属

１２個以上熱影響部

監視試験片の種類と個数
（１）炉内からの取り出し数：供用期間中に３回以上
（２）１つのカプセルに装荷される試験片の構成：

注：溶接金属及び熱影響部用の試験片は、原子炉（圧
力）容器の炉心領域に溶接部がある場合のみ
（（社）日本電気協会発行「原子炉構造材の監視試験
方法（JEAC４２０１－２００４）」より）

※上記の説明は、日本原子力発電株式会社のホームページ
に掲載されたものです。原電と日本電気協会の許可を得
て、本報告書で使用させていただきました。

住
民
請
願
は
２
件
で
し
た

ご
案
内…

ご
案
内…

ご
案
内…

市町村の主体的取り組みとして、中心市
（県央地域では水戸市）の都市機能と近隣市
町村の農林水産業、自然環境、歴史、文化な
どそれぞれの魅力を活用して、ＮＰＯや企業
など民間の担い手を含め、相互に役割分担
し、連携協力することにより、地域住民の命
と暮らしを守るため、圏域全体で必要な生活
機能を確保し、地方圏への人口定住を促進す
る政策。

総務省が示す定住自立圏構想から

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

【
４０
年
で
運
転
は
中
止
す
べ
き
】


